平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（代表質問発言順）①
	通 告
月 日
	２・２２
	通  告  者  名
	緑風会代表　坂　本　松次郎

	
	
	質問の種別
	代表質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　平成２０年度施政方針と予算案について
　国の行政改革や地方分権の推進が進む中、本市の財政状況は厳しい状況にあります。

このような状況の中で、効率的、効果的な財政運営と共に、自主性・主体性のある予算編成が自治体に求められております。

そこで伺います。

（１）　２０年度の予算編成において、特に留意した点と、予算編成の特徴について
（２）　選挙中に掲げたマニフェストの政策が、２０年度予算にどのように反映しているか

（３）　現在の我が国の経済・財政の状況の認識について

（４）　地方財政計画、国の方針、本市の近年の財政状況などを踏まえ、どのような考えのもと、本市の２０年度予算を編成されたのか
（５）　２０年度の財源が、総合計画にどのような影響を及ぼしているのか、また、市長の施政方針並びにマニフェストに掲げた政策と総合計画との整合性について

（６）　２０年度の重点施策は、どのような考えのもとに策定されたのか、また、重点施策への予算配分について

（７）　旧豊川市、音羽・御津地区への普通建設事業費の予算配分の状況について


平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（代表質問発言順）②
	通 告
月 日
	２・２２
	通  告  者  名
	清政会代表　今　泉　淳　乙

	
	
	質問の種別
	代表質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　平成２０年度施政方針並びに予算案について
　　国の基本方針や地方財政計画により、地方は国の財政健全化への取り組みに対応し、さらなる歳出改革と財政健全化への取り組みを迫られております。

このような中、市長は、１市２町の合併により、拡大した市域での新しいまちづくり「福祉と文化、そして、スポーツの盛んなまちづくり」を施策の柱とし、市民ひとり一人の声を聞き、心のたすきをつなぐまちを目指し、市民の負託に応えた市政運営を行うと述べております。

新市が誕生し、より多様化した財政需要の発生も予測され、加えて、新しい行政課題の推進に伴う財政負担の増加も見込まれます。

平成２０年度当初予算は、山脇市長として、初めての予算になります。

そこで、以下の点について伺う。
(１)　平成２０年度予算編成における、市長の思いと、特に留意した事業につい　　　　　て
(２)　平成２０年度の国の予算編成基本方針と本市の予算編成方針について
(３)　平成２０年度地方財政計画について
(４)　地方公共団体の財政の健全化に関する法律の概要について

(５)　安心、安全のまちづくり、まちづくり交付金、合併、特例債の有効活用及び防災について
(６)　新市民病院建設に向けて、１２月議会においての検討委員公募、建設候補地について



平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（代表質問発言順）③

	通 告

月 日
	２・２２
	通  告  者  名
	新生豊川代表　野　中　泰　志

	
	
	質問の種別
	代表質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　平成２０年度施政方針に関して
一昨年の一宮町に続き、御津町、音羽町との合併により、本市は新しい時代に向けた、新豊川市建設にとりかかるわけだが、本市を取り巻く財政状況は、依然、不明瞭な中での編入合併なので、今後、一層の行財政の改革が求められると考える。
そのような状況下にあって、新市長のマニフェストをどのように総合計画に反映していくのか伺う。

２点目は、平成１７年の６月議会での、わたしの一般質問の答弁の中で、「第５次総合計画では、本市における少子高齢化の現状把握と分析により、少子高齢化時代に対応した施策を的確に位置づけ、高齢者が暮らしやすく、女性が働きやすい環境づくりを含め、市民が子どもを産み育てやすい市域づくりに努める。」とあったが、この際、豊橋市のように男女共同参画条例を制定してはどうかと考えるが、考えを伺う。

３点目は、市長のマニフェストの中で、小坂井町との合併が謳われていたが、現実的には一宮町、御津町、音羽町にならった形の編入合併しかないと考える。

しかしながら、いまだに何か条件をつけたり、合併新法の次にも新法があるとして、引き延ばそうとする人たちがいるようにも聞くが、この際、計画見直しのコストの面からも、小坂井町の地域も含めた新総合計画を策定してはどうかと考えるが、考えを伺う。


平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（代表質問発言順）④
	通 告
月 日
	２・２２
	通  告  者  名
	市民フォーラム豊川代表　大　嶽　理　恵

	
	
	質問の種別
	代表質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　平成２０年度施政方針並びに予算案等について

　　厳しい財政状況のもと、「質のよい行政」「住民の参画を求めて共生する社会」に転換する必要があると考えます。市長の施策の柱である「市民一人ひとりの声を聴き、こころのたすきをつなぐまち」を目指し、市民の負託に応えた市政運営を行う姿勢を評価します。

そこで、伺います。

（１）　持続可能な自治体財政の確立について

①　市債の削減について

②　決算の結果を、今回の予算に生かす必要があると思うが、どのように取り組んだか

③　市民にわかりやすい情報開示の推進について

（２）　「一人ひとりの声を聴き、こころのたすきをつなぐまちづくり」という考えが、今回の予算にどのように反映されているか。


平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（代表質問発言順）⑤
	通 告

月 日
	２・２２
	通  告  者  名
	日本共産党豊川市議団代表　佐　藤　郁　恵

	
	
	質問の種別
	代表質問及び一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	＜代表質問＞

１　新年度施政方針と予算案について
　　旧豊川市、旧音羽町、旧御津町合併後、初の施政方針、当初予算案が示されました。

それらに関わって、以下伺います。
　(１)　平成２０年度の財政状況見込みと自治体財政健全化法の概要について
　(２)　定数削減計画の策定方針を類似団体比較の見込みについて
　(３)　合併等に伴う事業の統合（子育て支援センター、窓口センター）や支所化による問題点と対応について
　(４)　施策等に関わって、
　　　①　ワーキングプア等、労働・雇用問題と本市の委託契約等の対応について
　　　②　消防広域化計画の問題点と対応について
　　　③　「公立病院改革ガイドライン」の概要と認識について
　　　④　地球環境保全の本市の対応について
　　　⑤　児童館、青少年センター設置の考え方について

＜一般質問＞

１　委託業者ヒミカの個人情報紛失に関する認識と対応について


平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）①
	通 告
月 日
	２・１５
	通  告  者  名
	米　谷　俊　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　市民病院の現状と今後の対応について
山脇市長は、本市の平成２０年度重点施策　その１として、新市民病院の建設とし、「多くの市民が期待している新市民病院の建設については、建設地検討委員会を立ち上げ、平成２０年１２月までに建設用地の決定を行い、２３年度１０月までに工事を着工し、一日も早い開院を目指して整備を進めていかれる。」とのことです。市民病院の駐車場不足、老朽化、狭隘化、設備関係の耐用年数を考えれば、新市民病院の早期開院は重要課題であると私も認識しています。

そこで、市民病院の現状と今後の対応についてお伺いします。

（１）　市民病院の空調設備、電気設備、その他のメンテナンスについて

（２）　駐車場不足とその対応について

（３）　施設の狭隘化の認識について

（４）　医師の確保とその対応について

（５）　７対１看護体制と看護師確保のお考えについて

（６）　第２次救急病院としての現状と今後の対応について

２　合併後の救急車、消防車両の対応格差についてと消防車両・機器資材の維持管理について

１月１５日に旧音羽町、旧御津町と合併いたしました。

旧一宮町については、合併後、豊川市消防署一宮出張所が開設され、消防車、救急車が配置されました。安心･安全という観点から、旧一宮町と旧音羽町、旧御津町との格差についてと、１月１３日にお披露目した愛知県に３台しかない災害対応のウニモグの広域的利用についてと、消防車両、資機材の維持管理について、お伺いします。

（１）　合併後の救急車、消防車対応の格差について

（２）　災害対策車（ウニモグ、ハシゴ車）等の活用について

（３）　消防車両と資機材の維持管理について


平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）②

	通 告
月 日
	２・１５
	通  告  者  名
	安　間　寛　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　男女共同参画施策について
条例策定の方針が示されているが、策定に当たっての基本的な考え方と盛り込むべき内容、策定の進め方について伺う。

２　ごみ量削減とリサイクル施策について

地球温暖化でＣО²の削減の必要性が叫ばれているが、ごみの削減やリサイクルの推進は温暖化防止策にとっても必要である。

本市の考え方を伺う。

３　市内巡回バスについて

　　合併で、さらに市域が広がり、また、音羽・御津地区でも、すでに巡回バス等の実施がされている。

　　本市として、実施にむけて、具体的に推進する時期にきているが、実施にむけた今後の取り組みについて伺う。

４　保育園の充実について

　　給食調理室の整備計画とおやつ代軽減について、具体的な内容を伺う。

また、正規保育士増とパート保育士等の処遇の改善についての考えを伺う。


平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）③

	通 告
月 日
	２・１５
	通  告  者  名
	山　本　和　美

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　市内公共交通網の確立について
現在、市内には、豊川北部線、一宮地域「いかまい館」へのアクセス、音羽地域のコミュニティバス、御津地域の福祉タクシーが運行されています。利便性向上のために、全体的に組み立てる必要があると思います。

総合計画にも、将来目標「多くの市民が利用する公共交通機関」と明記されており、今後、将来に向け、市内公共交通網の確立が急務です。

そこで、以下について伺います。

（１）　現在の利用状況と今後の考え方について

（２）　旧町と豊川市中心部へのアクセスについて

（３）　「地域公共交通会議」設置へ本市の見通しについて


平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）④

	通 告
月 日
	２・１８
	通  告  者  名
	岩　倉　一　夫

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　小学校校区見直しについて
旧音羽町、旧御津町との合併により、豊川市の小学校数は、２４校となりました。

今回の合併を機に、豊川市全体の校区割りの見直しを行い、各小学校間の児童数と児童の通学時間の平準化を目指し、各校区の格差を極力小さく是正する必要があるのではないかと考えます。

そこで、以下の点についてお伺いします。

（１）　市内小学校のうち、片道通学時間の長い方から５校程度の時間を伺う。

（２）　通学時における安全対策について、３～４例を伺う。

（３）　一部地域では、長時間通学児童には、コミュニティバスの利用を認めているとのこと。その詳細と他地区への採用の可否を伺う。

（４）　小学校の新設及び統廃合を含め、校区の見直しは検討されているのか伺う。

２　第二東名高速道路建設工事について

　　第二東名高速道路建設も国の当初計画より遅れてはいるが、豊川市内の通過地区の工事計画について、現在、承知している範囲で確認させていただきたい。

　（１）　工事開始時期と市内関係地区を伺う。

　（２）　工事開始に伴う関係地区への説明会の状況を伺う。

　（３）　工事車両等工事関係による地域への安全確保の対策を伺う。


平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑤

	通 告
月 日
	２・１９
	通  告  者  名
	二　村　良　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　言　の　要　旨
	１　総合計画における旧音羽町の位置づけは
新市において、第５次総合計画の見直しの中で、旧音羽町の位置づけ及び、新市において旧音羽町との一体化をどのように進めていかれるのか、伺います。

旧音羽町民は、今回の合併を、希望を持って受け入れ、仲間入りできたことをうれしく感じていると思います。

当分の間、旧町のままのサービスを残し、新市への移行に配慮もしていただきましたが、旧町の住民としては、継続事業の行方など、関心のあるところを伺います。


平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑥

	通 告
月 日
	２・１９
	通  告  者  名
	石　原　政　明

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　市長のマニフェスト及び消防防災体制について
早いもので、山脇市長が誕生して４カ月が過ぎようとしています。

今定例会においては、平成２０年度の予算審議もあり、市長のカラーがマニフェスト・市民への約束事など、予算にも盛り込まれていると思います。

さて、今回は、先の１２月議会で一般質問した３点についてと、本市の消防防災体制についても、あわせて伺います。

（１）　中心市街地諏訪地区の活性化について、過日の諏訪地区活性化懇談会をふまえて伺います。

（２）　観光支援について、観光協会の民営化とブランド化への取り組みを伺います。

（３）　産業支援について、２町との合併による工業用地と一宮地区における進捗状況を伺います。

（４）　消防防災体制の充実と住宅用火災警報器の義務づけに対する広報周知について伺います。


平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑦

	通 告
月 日
	２・２０
	通  告  者  名
	柳　田　通　夫

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　電子媒体紛失事件を教訓とした施策について。
近年、ＰＣやインターネットの普及に伴い、情報環境は一段と整備され、自治体の運営においても、情報システム及びネットワークは必要不可欠な重要な基盤となっている。

　　その一方で、個人情報の漏えいやウィルス被害など、セキュリティに関する事件・事故も急増しており、自治体も安穏とできない状態である。

　　そして、我が豊川市も、個人情報の入った電子媒体が紛失した事件は、つい先日のことであり、身近な問題として、改めて情報管理の徹底の必要性が認識された。

複雑高度化する業務が増加する中、その専門ノウハウの活用や人材不足などに対応するため外部業者への依存度は高まるばかりの状態である。

これらの背景の中でも、自治体としては高い品質の業務を維持する必要があり、そのためには、職員のより一層のコンプライアンス意識の向上や信頼度の高い取引業者の選定が重要である。

また、今回の電子媒体紛失事件を教訓とした情報管理施策や信頼度の高い業者選定施策、そして、転ばぬ先の杖としてのリスクマネジメントシステムの導入などについての施策が必要と考える。

そこで、以下の点について伺う。

ヒミカのようなソフト制作、電算入力業務などの委託状況(会社数、 委託業務内容)やそれらの会社に対して、今回の事件を教訓としての機密、あるいは、保護すべき情報は何かという観点で、どのような対応をとったのかを伺います。


平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑧

	通 告
月 日
	２・２１
	通  告  者  名
	塚　越　恒次郎

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　本市におけるＣ型肝炎について
現在、日本全国に２００万人以上のＣ型肝炎ウイルス感染者がいるといわれ、ウイルスの感染経路は、従来、輸血や昔行われていた予防接種等の医療行為の際の注射針や注射筒の連続使用による、医原性の感染の可能性が強く指摘されてきました。

しかし、最近になって、外科手術や出産時に大量の出血などにより、血液凝固剤として投与されたフィブリノゲン製剤によって、Ｃ型肝炎ウイルスに感染している可能性が非常に高いことが判明し、薬害肝炎被害に対する政府の責任を認め、薬害肝炎被害者救済法が成立した。

先の平成２０年１月１７日の新聞報道において、平成６年以前に輸血を受けた方は、Ｃ型肝炎ウイルス検査を受けるようにとの呼びかけがあった。

そこで、本市におけるＣ型肝炎ウイルスに対する対応について伺う。

（１）　フィブリノゲン製剤の使用時期について

（２）　カルテの保存期間について

（３）　本市におけるＣ型肝炎ウイルス検査状況及び対応、また、県の状況について


平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑨

	通 告
月 日
	２・２１
	通  告  者  名
	大　野　良　彦

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　　言　　　　　の　　　　　要　　　　　旨
	１　東海・東南海地震などの大規模災害への備えについて
（１）　緊急地震速報について

　　　①　本市の検討状況と現状の認識

　　　②　今後の方針

（２）　避難所について

　　　①　設置個所、設置数の現状と認識。どのような考え方で設置していくのか

伺う。

　　　②　備蓄品について

　　　③　避難所運営について

（３）　地域ボランティア支援本部について

　　　①　設置準備の現状

　　　②　ボランティアコーディネーターについて

　　　③　今後の方針

２　市長マニフェストについて

（１）　新市民病院建設について

　　　①　建設候補地の開示と市民合意形成の手順について

　　　②　建設候補地の具備すべき条件について

　（２）　マニフェストに掲げた事業について

①　工程表について

②　平成２０年度実施事業について


平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑩

	通 告
月 日
	２・２１
	通  告  者  名
	美　馬　ゆきえ

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　　　　　言　　　　　　　　の　　　　　　　　要　　　　　　　　旨
	１　接遇について

　　旧一宮町に続き、本年１月には音羽、御津も編入合併し、人口も約１６万人となった。本庁舎を訪れる市民は、今後、さらに増えるものと思う。

　　私は、市役所はサービス業であり、窓口はすべてサービスカウンターであるべきと考えている。

　　平成１８年９月定例会一般質問で、接遇問題を取り上げ、その後、接遇キャンペーンなどの実施とともに、現実に相当改善された部署もあり、一定の評価をするものであるが、全課全職員に指導が徹底されたとは、とても思えないフシもある。

　　そこで伺う。

（１）　接遇キャンペーンなどを実施したが、その目的と方法及び成果について

（２）　接遇は、人的なものであり、職場自体が健全であることも重要視される。

　　　①　心の病を抱えた職員はいないか。いれば、年代層、職域別に。

　　　②　心の病で休職中の職員は

　　　③　休職を経て、復職できた職員は

　　　④　退職に至った例は

　　　⑤　メンタルヘルス対策について

　　　⑥　勤務評定制度について

２　小坂井町との合併について

　　市長は、先の市長選の際、小坂井町との合併に関して、大変意欲的であった。　　期待し、応援をした小坂井町の関係者も多いと聞く。

　　しかし、昨今、トーンダウンしたとの噂しきりである。

　　今後の対応とスケジュールを伺う。

３　文化財の保護について

　　２度の合併により、指定文化財も、国、県、市をあわせると２３１件を数える。合併により、地域の名称が消えたり、変わったりする中で、歴史を物語る文化財を保護、保存することは、今を生きる我々の責務でもあろうと考える。

　　しかし、中には、その保護、保存が大変困難な状況のものもあると聞く。

　　そこで、以下の点について伺う。

（１）　合併による文化財の指定状況

　（２）　整理整頓の必要はないか

　（３）　今後における、本市の文化財の保護のあり方について


平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑪

	通 告
月 日
	２・２１
	通  告  者  名
	中　村　直　巳

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　本市における姉妹都市、友好都市について
　　豊川市は、１月に音羽・御津との合併を果たし、１６万の人口となり、この地域　　の中核をなす都市となった。さらに、近い将来、宝飯郡として残る、小坂井町との　　合併も予想され、１８万人を超える都市となることが想定される。

　　そんな東三河の中心都市として、あるべき姿「本市のスタンス」について、今後、伺っていく。

　　今定例会においては、都市間連携（近隣市町、災害共助都市、姉妹・友好都市など）の中の姉妹都市・友好都市について伺う。

・　現在、アメリカのキュパティーノ市、１市と姉妹都市提携をしているが、姉妹都市・友好都市について、どのように考えているのか伺う。

今回の質問については、特に、外国の都市について、深めていきたいので、国内、国外について、分けて考え方を伺いたい。


平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑫

	通 告
月 日
	２・２２
	通  告  者  名
	牧　田　千枝子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　子どもたちの健やかな育ちのための食育について
　　内閣府は、食育基本法施行後、初の平成１８年版食育白書を作成しました。それにより、食育は、いっきに時代のキーワードになりました。

食を大切にする心の欠如、栄養の偏り、不規則な食事、肥満や生活習慣病の増加、過度の痩身志向、食の安全、食の海外依存、伝統的文化の危機等の問題が生じてきています。

これらの問題を解決するために、各種の取り組みを国民運動として推進する必要があります。

そこで、伺います。

（１）　学校給食の現状について

（２）　学校での食育について

（３）　本市の食育の推進について

（４）　料理を手段とした教育プログラムについて


平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑬

	通 告
月 日
	２・２２
	通  告  者  名
	西　川　米　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　食の安全について
安価な中国産の食品が多く出回り、原料、加工品を含め殺虫剤の混入のニュースなどで不安な毎日ですが、本市に出回っている食品は安全であると祈るばかりです。

（１）　食品の流通の実態と影響について

（２）　子どもたちの学校給食の実態および影響について

（３）　今後の学校給食に対する考え方

（４）　食品の安全性についての啓発及び今後の取り組みについて

２　学校教育の抱える課題、および、今後のあり方について

１市３町の合併が実現をし、本市は小学校２４校、中学校９校となり、子どもたちを取り巻く地域の環境は、大きく変化をいたしました。合併後の教育の取り組みについて伺います。

（１）　本市小中学校が目指す学校教育について

（２）　ゆとり教育の課題について

（３）　安心して学べる学校づくりについて

（４）　学校運営のあり方について

（５）　個人情報の取り扱いについて

（６）　中学校における部活動の課題について

３　小坂井町の合併問題について

市長の掲げた合併構想は、小坂井町の住民にとって大変嬉しい情報として伝わっております。今後の取り組みが期待されます。今後の推進についてのお考えを伺います。


平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑭

	通 告
月 日
	２・２２
	通  告  者  名
	太　田　直　人

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　農業振興施策について
今、日本の農業は、食糧自給率の低下、後継者不足、遊休農地の増大等、様々な課題を抱えているが、これらを乗り越えて、食の安全を確保し、消費者ニーズに対応し、そして、農業を魅力あるものとして守っていくには、並大抵のことではないと思う。

生産者、農業団体、そして、消費者、さらには、行政が一体となって取り組まねば農業の再生は厳しいと思う。

東三河地方も日本有数の農産地であるが、状況は全く同じである。

そこで、本市における農業振興策に関し、以下の点を伺う。

（１）　地産地消のとらえ方及び推進状況について

（２）　遊休農地対策の考え方と取り組みについて

（３）　施設園芸産地における振興施策について

２　指定管理者制度について

本市においては、平成１８年４月に指定管理者制度が導入され、約２年が経過するが、今年１月の音羽町及び御津町合併により、公の施設が新たに加わることから、昨年１２月議会では、これら公の施設の設置条例の制定、改正や指定管理者制度にかかわる指定の議決がされた。

これにより、指定管理者制度導入当時と比べ、公の施設の数が増える等、状況が変わってきている。

そこで、以下の点について伺う。

（１）　指定管理者制度の導入状況についての現況

（２）　昨年度末に行った導入後の評価（コスト、サービス両面）に変化はあるか

（３）　導入後、２年経過した時点での大きな問題や課題について


平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑮

	通 告
月 日
	２・２２
	通  告  者  名
	井　上　和　也

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　本市の「災害時要支援者」支援対策の取り組みについて
（１）　災害時要援護者対策について、防災関係部局や福祉関係部局、もしくは、避難支援プラン策定関係部局・関係機関等からなる検討委員会等（定期的な協議の場）を設置しているか。

（２）　平常時から福祉関係部局と防災関係部局を中心とした、横断的なプロジェクトチームとして、「要援護者支援班」などを設置しているか。

（３）　避難支援体制の整備を進めていくために、災害時に避難を支援する要援護者の範囲を定めているか。

（４）　災害時要援護者の情報（ 災害時要援護者リスト等） について、防災関係部局で把握しているか。

（５）　災害時要援護者の情報（災害時要援護者リスト等）を活用し、災害時要援護者の災害情報伝達訓練を行い、情報伝達体制を整備しているか。

（６）　平常時からの要援護者情報の収集・共有の方法として、どのような方式で行うか決めているか。

（７）　地域防災計画に災害時要援護者の避難支援について定められているか。

２　学校支援ボランティア活動について

　　公立学校は、地域の教育の拠点でありますが、保護者の間には「先生が忙しすぎる」とか「学校との連携が取りにくい」などの意見も目立ちます。文部科学省は、そのための処方箋の一つとして、ボランティアの活用を目指しています。

（１）　本市の小中学校におけるボランティアの取り組み状況について

（２）　地域ボランティアの拠点になる「ボランティア本部」について


平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑯

	通 告
月 日
	２・２２
	通  告  者  名
	冨　田　　　潤

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　　　　言　　　　　　　の　　　　　　　要　　　　　　　旨
	１　地球温暖化について
本年から京都議定書の約束期間が始まり、２０１２年には１９９０年比で、二酸化炭素などの温室効果ガスの排出量を６％減らさなければいけません。

これは一部の人が温室効果ガス排出を抑制すれば達成できるものではなく、多くの人が意識して行動しなければ難しい目標です。

そこで、一番市民に近い基礎自治体である、豊川市の役割は大きいと考えます。

（１）地球温暖化防止策の基本構想はどのようなものか

２　市民の健康について

平成１８年版の厚生労働白書によると、４０～７４歳人口、約５，７００万人中メタボリックシンドロームの当該者数は約９４０万人、予備軍は約１，０２０万人で、大きな課題としています。

そして、現在、糖尿病などの生活習慣病の発生率が上昇しており、国民医療費の約３分の１、国民全死亡者数の約３分の２近くを占め、多くの疾病発生や障害の発生要因となっており、今後も生活習慣の影響による肥満者の増加や人口の高齢化などのために、その傾向が続くことが予想されるとしています。

本市においても、市民の健康を守ることは、将来の市政運営において重要だと考えます。

（１）市民の健康の考え方について

３　スポーツの盛んなまちづくりの可能性について

市民意識調査によると、「スポーツの振興」に関して豊川市政の評価は、満足度はプラスで、重要度は低くなっています。しかし、「スポーツをほとんどしていない」と答えた人の割合が４５．３％もいます。

昨年９月に行われた市長選挙における、マニフェストにおいて「スポーツの盛んなまちづくり」を掲げた山脇市政において、重点課題だと考えます。

（１）スポーツの盛んなまちづくりのビジョンについて


平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑰

	通 告
月 日
	２・２２
	通  告  者  名
	藤　原　宏　樹

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　多文化共生について
　　現在、外国人の定住化が進み、外国人を観光客や一時滞在者として見るのではなく、生活者、地域住民として認識していく時代がやってきております。

そこで、我が豊川市も、外国人にとって住みやすい街、日本人にとっても住みやすい街、誰もが住みやすいまちづくりを目指すことが必要であると考えます。

そこで、本市における多文化共生に対する考え方を伺います。

２　豊川市の教育環境について

精神疾患により休職している教職員に対する本市の考え方について伺います。
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